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１．アフリカの重要性
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1ｰ1．アフリカのポテンシャル・人口
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アフリカの人口及び平均年齢

13.4億人

24.9億人

42.8億人

19.7歳

24.8歳

34.9歳

人口（億人） 平均年齢（歳）

出典：国連（2019）World Population Prospectsに基づき、JICAアフリカ部にて作成



アフリカへのスタートアップ投資は、コロナ下でも急激に拡大中
出典： Partech (2022)

1-2. アフリカにおけるDXの進展

アフリカ発スタートアップへの投資金額の推移（百万ドル）
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1ｰ3．アフリカのポテンシャル・FDI

出典：JETRO (2021)
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出典：JETRO直接投資統計（2022年6月21日
閲覧）を基にJICAアフリカ部にて作成

日本からアフリカへの対外直接投資残高（100万ドル）



1ｰ4．国際社会の安定と繁栄の重要地域

出典：外務省HP⇒https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/page25_001766.html
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1ｰ5．国際世論形成の大票田
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国連加盟国の4分の1以上を占める国数

出典：日本商工会議所HP
https://www.jcci.or.jp/news/trend-box/2019/0813145941.html



２．TICADとは

9



別添1

2ｰ1．TICADとは
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 TICAD：Tokyo International Conference on African Development
（アフリカ開発会議）

 アフリカの開発をテーマとする国際会議

 1993年以降、日本政府が主導し、国連、国連開発計画（UNDP）、世界銀行
及びアフリカ連合委員会（AUC）と共同で開催

 アフリカ開発に関するフォーラムに関する先駆者

 「バイ」と「マルチ」の両面

 2つの理念：アフリカ諸国の「オーナーシップ」と、国際社会による「パート
ナーシップ」の重要性



別添1

2ｰ2．TICADの歴史
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出典：JICA Magazine 6月号



３．今のアフリカを取り巻く環境
- TICAD8の背景 -
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別添1
３ｰ1．コロナ/ウクライナ危機の影響
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初のマイナス経済成長、1人当たりGDPは10年前の水準へ逆戻り

ロックダウン等による教育機会、労働機会の逸失が大きく、貧困人
口率も増加傾向に反転

対外債務の大幅拡大（2021-25年で約40兆円） *IMF

食糧安全保障の危機： 露・ウクライナへの高い穀物依存

→2030年までのSDGsの達成が厳しい状況



（参考）サブサハラの一人当たりGDP（2000～2021年）

サブサハラの一人当たりGDPは、2000年以降持続的に増加したが、2014年以降
は減少傾向に転じていた。2020年のマイナス成長によりさらに大幅に落ち込み、
2021年には2008年の水準に逆戻りする見込み。出典：World Bank Africa’s Pulse Oct-2020 14



（参考）食糧安全保障への影響

サブサハラは、穀物輸入全体の15.3％をロシア・ウクライナ両国に依存。
出典：：World Bank (2022), Africa’s Pulse April-2022 15



2019年時点の達成状況 2030年に向けた進捗見込み

2019年時点でのアフリカ54カ国×SDGs17目標＝918項目の進捗度と達成見込みを集計。達成済みの項
目はわずか2％、達成見込みは10％に過ぎず、アフリカでのSDGs達成のためには大幅な加速化が必要。

出典：SDGs Center for Africa, Sustainable Development Solutions Network (2020)よりJICAアフリカ部が作成 16

（参考）SDGsのアフリカにおける進捗度と達成見込み



3-2. 主要国による対アフリカ支援表明

出典：JICAアフリカ部 17

会合 時期 表明・金額 内容

TICAD7 2019年7月
「TICAD7における日本の取組」、3年間で200億ドルを超える
民間投資の拡大

アフリカビジネス協議会設置、スタートアップ支援、JBIC金融
支援（3年間で45億ドル）、EPSA4（3年間で35億ドル）

TICAD8 2022年8月 （TICAD閣僚会合（2022年3月）における林外務大臣開会挨拶）
社会課題解決型ビジネス支援、「グリーン」関連ビジネスの拡
大、自由で開かれたルールに基づく国際経済システムの強化、
他

中国
FOCAC

8
2021年11月

3年間で右記の金融支援（計400億ドル）、10億回分のワクチン
供与、他

100億ドルの輸入支援金融、100億ドルの投資促進、100億ドル
の金融支援、IMF/SDRの100億ドル融通他

EU
EU-AU

Summit
2022年2月 「Africa-Europe Investment Package」、7年間で1500億ﾕｰﾛ

インフラ投資、エネルギー転換、グリーン転換、DX、4.5億回
分のワクチン供与、ワクチン製造拠点設置支援他

「Power Africa」、アフリカ電力整備イニシアティブ（2013年
夏オバマ大統領アフリカ歴訪時に表明）

米国の官民及びパートナー国（日本を含む）との連携・協調に
より、6000万世帯の電化、3万メガワットの発電能力強化

「Prosper Africa」、アフリカ向け貿易投資促進への包括的支援
策（2018年12月のボルトン大統領補佐官スピーチにて表明）

米国政府関係省庁の横断的支援により、45カ国で800件の成
約、500億ドル相当の輸出投資案件を実現

「Build Back Better World (B3W) Partnership」。G7各国による数千億ド

ルの途上国向けインフラ投資（2021年6月G7サミットにてバイデン大統領

より呼びかけ）

B3Wの一環として、EUが2021年11月、7年間で3000億ﾕｰﾛの「Global

Gateway」を発表済み（うち半分が上記アフリカ向け）。米国自身による

取組は未発表

日本

米国

US-

Africa

Leaders

Summit

2014年8月､
2022年内
（予定）



4．TICAD 8 について

18



4ｰ1．TICAD8の概要
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 日時等：本年8月27日（土曜日）及び28日（日曜日）にチュニジアで開
催予定

 開催方式：「新型コロナウイルスの感染状況等を見極めながら、今後調
整予定」（2022年2月8日内閣官房長官記者会見）

 アフリカがコロナ禍・ウクライナ危機から脱却し、持続可能な発展に向
けた歩みを進める上で極めて重要な機会

 公式サイドイベント：8月1日（月曜日）から9月30日（金曜日）までの
間、完全オンライン形式

 ロゴマーク：7月15日に正式発表



（参考）外務省サイト
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TICAD８概要
https://www.mofa.go.jp/mofaj/afr/af2/page24_001517.html

https://www.mofa.go.jp/mofaj/afr/af2/page24_001517.html


（参考）外務省サイト
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TICAD閣僚会合（3/26-27）結果概要
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press1_000805.html

https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press1_000805.html


4．TICAD8に向けたJICAの取り組み
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4-1. 複合的危機におけるアフリカ協力
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【感染症拠点のネットワーク構築】

■ 3つの柱
１．感染症対策拠点ラボの機能強化

２．感染症対策人材の育成

３．地域・国際イニシアティブへの貢献
＊アフリカCDCとの連携

4-2. 協力事例：保健医療(1)
アフリカの医学研究所の能力強化、域内ネットワークの構築

ガーナ野口記念医学研究所（NMIMR）への協力 ケニア医学研究所（KEMRI）への協力

・約50年間の支援。技術協力8件、無償資金協
力4件、共同研究2件などを実施。
・コロナ禍ではPCR検査数のうち、ピーク時で8
割が野口研で検査。

・約40年間の支援。技術協力5件、無償資金
協力3件、共同研究2件などを実施。
・コロナ禍ではPCR検査数のうち、ピーク時
で5割がKEMRIで検査。

24



アフリカ輸出入銀行への融資を通じてアフリカにおけるCOVID-19対応を支援

事業概要

地域開発金融機関であるアフリカ輸出入銀行（Afrexim）を通じ、
アフリカのワクチン製造ラインを含む医療品・医薬品の域内製
造・供給拠点の整備、病院等保健医療関連施設の整備を行い、ア
フリカの保健医療体制を強化し、COVID-19からの円滑な社会経
済活動の回復を支援するもの。

本事業のポイント
1. ワクチン生産能力強化
サブプロジェクトには、アフリカにおけるCOVID-19ワクチンを
含むワクチン全般の生産能力強化が含まれる予定。あらゆるワク
チンの99%を輸入に頼るアフリカが、域内でワクチンを生産でき
るようになるよう支援を行う。

2. Afreximを通じた支援
Afreximにはアフリカ51ヵ国の政府が加盟しており、Afreximを
通じて幅広い国々への支援が可能。

3.民間資金動員

アフリカの医療品・医薬品の製造能力強化、病院等の保険医療関
連施設の整備等の設備投資には長期的な融資が必要。商業銀行の
みではコロナ禍の影響もありアフリカ地域への長期的な融資が難
しいところ、本案件のようなJICAの長期的な融資を供与すること
で本邦金融機関の協調融資を動員。

新たな取組み：民間資金の動員（協調融資）によるCOVID-19支援

4-3. 協力事例：保健医療(2)

25



26

4-4. 協力事例：農業

CARD members
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回廊開発

4-5. 協力事例：連結性強化・地域経済統合
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開発途上国の起業家を支援し、社会課題解決、新産業創出、日本企業連携を推進

■取り組み事例
アフリカ地域COVID-19対応ビジコン
 アフリカ19カ国で募集、2,713社よ
り提案。

 医療、物流、農業等多様な起業家が
参加

 日本経済新聞社共催で優秀企業10社
（下記）による決勝戦を実施
（2021年2月26日）。ウェビナーに
2000名以上が登録

最優秀企業：
ウガンダ Mobile Scan
Solutions（M-Scan）社
妊産婦向けポータブル超音波
装置を開発。同装置を活用し
た妊産婦訪問診療サービス。

日本企業8社から特別賞授与
豊田通商株式会社
Moja Ride社（コートジボワール）に新株
予約権付転換社債の引き受けによる出資

楽天株式会社
TranSoniCa社（ガーナ）にメンタリング
の機会を提供
同社CEOはABEイニシアティブ卒業生

他6社より資金・メンタリング・事業連携等提
供

Project NINJA (Next Innovation with JAPAN)

4-6. 協力事例：起業家支援
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目的
 アフリカの成長の糧となる産業人材の育成
 日本企業のアフリカビジネス「水先案内人」の育成とネットワークの構築

 日本政府と産業界の共同プログラムとして修士号の取得と企業でのインターンを実施
 長期留学により日本社会や企業文化などに理解を持ち日本らしい実践的なビジネスのノウハウを持つ人材を育成

アプローチ

ABEイニシアティブ

4-7. 協力事例：産業人材育成／親日派育成

事例：ルワンダ進出への水先案内人として貢献

 避雷器メーカーである音羽電機工業は、ABEイニシアティブ生ムガルラ氏の
インターン受け入れをきっかけにルワンダでの落雷被害を解決するための
自社製品の普及を開始。

 同氏は、現地コンサルタントとして、音羽電機工業及びルワンダ公共規制
局（RURA）と連携し、国内インフラ等の雷対策の普及・実証・ビジネス化事
業に貢献

ムガルラ氏
29
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JICA関連サイト①

■JICA TICAD特設サイト https://www.jica.go.jp/TICAD/ja/index.html

https://www.jica.go.jp/TICAD/ja/index.html
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JICA関連サイト②

■JICA広報誌（JICA Magazine）サイト https://jicamagazine.jica.go.jp/

https://jicamagazine.jica.go.jp/
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JICA関連サイト③

■JICAサイドイベント公式サイト Coming Soon 8/22(月）-8/26（金）の①17:00-18:30②19:30-
21:00で約25件のイベントを実施



ご清聴ありがとうございました
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Tokuda.Masato@jica.go.jp


